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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 25 kDa; Observed MW: 35 kDa
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Protein PR264; Splicing component; 35 kDa; Splicing factor SC35; SC-35; Splicing factor;
arginine/serine-rich 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	プレmRNAのスプライシングに必要。最初期のATP依存性スプライシング複合体の形成に必要であり、スプライソソームの組み立て中に5'および3'スプライス部位の両方に結合したスプライソソーム構成因子と相互作用する。また、U1およびU2 snRNPとプレmRNAとのATP依存性相互作用にも必要である。RSドメインを介して他のスプライソソーム構成因子と相互作用し、5'および3'スプライス部位結合構成因子であるU1 snRNPとU2AFの間に橋渡しを形成する。プリンを多く含むRNA配列、5'-AGSAGAGTA-3'（S=CまたはG）または5'-GTTCGAGTA-3'に結合し、β-グロビンmRNAに結合してスプライシング経路にコミットすることができる。リン酸化形態（SRPK2 による）は、シスプラチン治療に対する細胞アポトーシスに必要です。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	SC35 抗体を使用した C6、MCF-7 溶解物中の SC35 のウエスタン ブロット分析。
	

	SC35 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

